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プロジェクトデザインⅢ到達目標関連事項について 

 

教育プログラム名： 機械工学科 

学習教育目標： これまで機械工学科で学んできた基礎的学力をベースに、社会的に有用で高品質な製品群

を研究、開発、設計、製造するために必要とされる技術対応と新たなメカニズムの創出を目

的として、機械工学関連分野での問題発見・解決が自らの手で行えるような能力を付与する。 

学生が達成すべき 

行動目標： 

① プロジェクトテーマに対してプロジェクトデザイン過程に基づいて行動できる。 

② 創出した成果を文章として正しくまとめ、発表を通して内容を議論できる。 

③ その他、別途提示された項目について主体的に行動できる。 

標準的な達成度 

ﾚﾍﾞﾙの目安： 

① プロジェクトテーマの目的と推進プロセスを正確に理解し、目的に適応した年間目標が

達成できる。またその過程を修士研究・プロジェクトデザイン活動支援システムや紙面をも

って記録できる。 

② プロジェクト遂行上の中間成果を中間報告書としてまとめ、その内容を発表できる。最

終成果をファイナルレポートとしてまとめ、プロジェクトデザインⅢ公開発表審査会で発表

することができる。 

③ 必要に応じて設計・製作できる。 

学生の学習時間： プロジェクトデザインⅢとして、担当教員より指導を受け、十分な量と内容の学習活動を

行う。なお、８単位分以上に相当する指導・活動時間が必要とされる。 

学生からの 

経過報告： 

プロジェクトデザインⅢの進捗に従い、その途中経過（学習内容・指導内容・活動時間）

などは、日毎あるいは週毎にプロジェクトデザイン活動支援システムにより報告を行う。前

学期終了時には、中間報告会でプレゼンテーションを行うとともに中間報告書を提出する。 

また、各学期末にプロジェクトデザインⅢ達成度評価シートを用いて指導教員と個人面談

を行い、行動目標の達成度を相互に確認する。 

達成度評価方法： プロジェクトデザインⅢの達成度評価は、①レポート(50％)、②成果発表(35％)、③ポー

トフォリオ(5％)、④その他(10％)の 4項目で行う。 

① レポート：前学期に提出された中間報告書 15％と後学期の最終報告書（プロジェクトデ

ザインⅢファイナルレポート）35％の割合で内容を評価する。 

② 成果発表：前学期末に行われる中間報告会でのプレゼンテーション結果と、後学期のプ

ロジェクトデザインⅢ公開発表審査会での発表内容と質疑応答内容で評価する。なお、プロ

ジェクトデザインⅢ公開発表審査会における発表がプロジェクトデザインⅢ単位認定の必

須事項とすることを付記する。  

③ ポートフォリオ：プロジェクトデザイン活動支援システムを使って行われる週報の内容

で評価する。 

④ その他：日頃の研究室における活動の積極性および貢献度について評価する。 
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プロジェクトデザインⅢ到達目標関連事項について 

 

教育プログラム名： 航空システム工学科 

学習教育目標： これまでに学習した航空工学の基礎や航空機の設計・製造技術をベースとして、具体的な

航空機設計や航空工学理論の応用、航空機に関連する実現象の評価等、実現可能なものを設

計・製作・提案することのできる基礎能力を養う。 

学生が達成すべき 

行動目標： 

① プロジェクトテーマを定め、プロジェクトデザイン過程に基づいて行動できる。 

② 創出した成果を文書としてまとめ、発表でき、内容について議論できる。 

③ 設計・製図・ものづくり(製作)・シミュレーションなどができる。 

標準的な達成度 

ﾚﾍﾞﾙの目安： 

プロジェクトテーマの目的と推進プロセスを正確に理解し、目的に適応した年間目標が達

成される。 

学生の学習時間： プロジェクトデザインⅢとして、担当教員より指導を受け、十分な量と内容の学習活動を

行う。なお、８単位分以上に相当する指導・活動時間が必要とされる。 

学生からの 

経過報告： 

修士研究・プロジェクトデザイン活動支援システムによる週報入力により経過報告を実施

する。また、中間報告書をまとめた上、中間発表を行う。最終的にプロジェクトデザインⅢ

公開発表審査会にて発表した上で、最終報告書にまとめ提出する。 

達成度評価方法： プロジェクトデザインⅢの達成度評価は、①レポート(50％)、②成果発表(35％)、③ポー

トフォリオ(5％)、④その他（10%）の 4項目で行う。 

 

①レポート：前学期に提出された中間報告書 15％と後学期の最終報告書 35％の割合で内容

を評価する。 

②成果発表：前学期に行われる中間報告会でのプレゼンテーション結果と、後学期のプロジ

ェクトデザインⅢ公開発表審査会での質疑応答結果内容を合わせて評価する。なお、このプ

ロジェクトデザインⅢ公開発表審査会における発表をプロジェクトデザインⅢ単位認定の

必須事項とすることを付記する。 

③ポートフォリオ：修士研究・プロジェクトデザイン活動支援システムを使って行われる週

報の結果で評価する。 

④その他：日頃の研究室における活動の積極性および貢献度について評価する。（行動目標

①②③すべてのチェック） 
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プロジェクトデザインⅢ到達目標関連事項について 

 

教育プログラム名： ロボティクス学科 

学習教育目標： 機械系のロボティクス技術者として、ロボット要素設計、センシング、システム制御、知

能情報化などに関わる基礎知識と基盤技術を修得し、さらに、これらの知識と技術を統合的

に活用して社会や生活に役立つロボットや新しい知能機器システムを創造できる、広い視野

と倫理観をそなえた技術者を育成する。 

学生が達成すべき 

行動目標： 

① プロジェクトテーマを定め、プロジェクトデザイン過程に基づいて行動できる。 

② 創出した成果を文書としてまとめ、発表でき、内容について議論できる。 

③ その他。各指導教員より提示された項目について主体的に行動できる。 

以上の具体的行動目標は、修士研究・プロジェクトデザイン活動支援システム上に表示さ

れ、学生は常に目標を確認することができる。 

標準的な達成度 

ﾚﾍﾞﾙの目安： 

プロジェクトテーマの目的と推進プロセスを正確に理解し、目的に適応した年間目標を達

成できる。 

学生の学習時間： プロジェクトデザインⅢとして、担当教員より指導を受け、十分な量と内容の学習活動を

行う。なお、８単位分以上に相当する指導・活動時間が必要とされる。 

学生からの 

経過報告： 

学生は、プロジェクトデザインⅢの進捗状況（学習内容・指導内容・学習時間）を「修士

研究・プロジェクトデザイン活動支援システム」に逐次記述する。 

各指導教員は、学生が修士研究・プロジェクトデザイン活動支援システムに入力した進捗

状況をもとに、それらを確認し指導する。また、学期末に面談をして進捗状況の評価を行う。

学期ごとの教員との面談により、学生はプロジェクトデザインⅢの進捗状況を把握するとと

もに、学期ごとの活動がどのように評価されたか認識できる。 

達成度評価方法： プロジェクトデザインⅢの達成度評価は、①レポート(50％)、②成果発表(35％)、③ポー

トフォリオ(5％)、④その他(10％)の 4項目で行う。具体的には次のとおりである。 

① レポート：中間報告書（中間報告書の時期及び形式は研究室によって指定）の内容（20％）

と最終報告書（プロジェクトデザインⅢファイナルレポート）の内容（30％）を評価する。 

② 成果発表：中間報告の発表（15％：時期及び形式は研究室によって指定）と、プロジェ

クトデザインⅢ公開発表審査会での発表（20％）を評価する。なお、プロジェクトデザイン

Ⅲ公開発表審査会における発表が単位認定の必須事項とする。 

③ ポートフォリオ：プロジェクトデザイン活動支援システムを使って行われる自らの活動

の記録と、プロジェクトテーマの進捗状況の報告に基づき、評価する。 

④ その他：日頃の研究室における活動の積極性及び貢献度を評価する。 
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プロジェクトデザインⅢ到達目標関連事項について 

 

教育プログラム名： 電気電子工学科 

学習教育目標： 現代社会で重要性が高い電気工学、電子工学分野の基礎的な知識と技能を重視した教育プ

ログラムにより、工学的な問題発見能力、解決能力、および応用能力を身に付けた創造性豊

かな電気電子工学分野のエンジニアを育成する。そのために、プロジェクトテーマの研究を

通じて基礎科目の復習や文献調査を行ないながら実験結果の分析能力、理論的思考能力、コ

ミュニケーション能力などの工学的センスを養う。 

学生が達成すべき 

行動目標： 

① プロジェクトテーマの目的を明確にして、研究計画をたてることができる。 

② プロジェクトテーマの問題解決法を具体化して、安全かつ継続的に実行することができ

る。 

③ 社会的ニーズと照らし合わせて、研究結果を正しく解析し、評価することができる。 

④ グループ討論でき研究成果を効果的にプレゼンテーションできる。 

⑤ 研究成果をプロジェクトレポートとして纏めることができる。 

標準的な達成度 

ﾚﾍﾞﾙの目安： 

① プロジェクトテーマの意義と目的を理解して内容が説明でき、問題点を指摘できる。 

② 関連分野において研究成果の応用を提案できる。 

③ プロジェクトテーマの研究を遂行する為に必要な装置を設計・試作できる 

④ 研究成果をプロジェクトデザインⅢ公開発表審査会や関連学会などで効果的に発表で

き、質疑応答に対応できる。 

⑤ 研究計画に基づき最後まで研究活動をやり抜くことができる。 

学生の学習時間： プロジェクトデザインⅢとして、担当教員より指導を受け、十分な量と内容の学習活動を

行う。なお、８単位分以上に相当する指導・活動時間が必要とされる。 

学生からの 

経過報告： 

プロジェクトデザインⅢの進捗に従い、その途中経過（学習内容・指導内容・活動時間）

などは、日毎あるいは週毎に修士研究・プロジェクトデザイン活動支援システムにより報告

を行う。 

達成度評価方法： ＜達成度の確認方法＞ 

①  プロジェクトレポートの審査：各プロジェクトレポートに対し主査１名および副査１

名を選出し、学系会議の承認を得た後、同２名の審査委員によりプロジェクトレポー

トの審査を行う。主査は審査結果を学系主任に報告しなければならない。 

②  最終試験：学生はプロジェクトデザインⅢの成果を「プロジェクトデザインⅢ公開発

表審査会」において口頭で発表し、プロジェクトデザインⅢ公開発表審査会での発表

内容と質疑応答を最終試験（口述試験）として扱う。すべての審査委員は発表内容、

質疑応答に対する審査表を提出しなければならない。審査委員会は学系会議で選出さ

れた 3名以上の教員から構成され、合否は審査委員の合議により決定する。指導教員

は審査結果を学系主任に報告しなければならない。 

③  学力の確認：「プロジェクトレポートの審査結果」、および「最終試験結果」により総

合的に判断する。なお、卒業に必要な単位の修得が明確な場合は、単位修得科目に関

わる学力の確認を省略することができる。 
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プロジェクトデザインⅢ到達目標関連事項について 

 

教育プログラム名： 電子情報通信工学科 

学習教育目標： 現代社会で重要性が高い情報通信分野の基礎的な知識と技能を重視した教育プログラム

により、工学的な問題発見能力、解決能力、および応用能力を身に付けた創造性豊かな情報

通信工学分野のエンジニアを育成する。そのために、プロジェクトテーマの研究を通じて基

礎科目の復習や文献調査を行ないながら実験結果の分析能力、理論的思考能力、コミュニケ

ーション能力などの工学的センスを養う。 

学生が達成すべき 

行動目標： 

① プロジェクトテーマの目的を明確にして、研究計画をたてることができる。 

② プロジェクトテーマの問題解決法を具体化して、安全かつ継続的に実行することができ

る。 

③ 社会的ニーズと照らし合わせて、研究結果を正しく解析し、評価することができる。 

④ グループ討論でき研究成果を効果的にプレゼンテーションできる。 

⑤ 研究成果をプロジェクトレポートとして纏めることができる。 

標準的な達成度 

ﾚﾍﾞﾙの目安： 

① プロジェクトテーマの意義と目的を理解して内容が説明でき、問題点を指摘できる。 

② 関連分野において研究成果の応用を提案できる。 

③ プロジェクトテーマの研究を遂行する為に必要な装置を設計・試作できる 

④ 研究成果を公開発表審査会や関連学会などで効果的に発表でき、質疑応答に対応できる。 

⑤ 研究計画を最後までやり抜くことができる。 

学生の学習時間： プロジェクトデザインⅢとして、担当教員より指導を受け、十分な量と内容の学習活動を

行う。なお、８単位分以上に相当する指導・活動時間が必要とされる。 

学生からの 

経過報告： 

プロジェクトデザインⅢの進捗に従い、その途中経過（学習内容・指導内容・活動時間）

などは、日毎あるいは週毎に修士研究・プロジェクトデザイン活動支援システムにより報告

を行う。 

達成度評価方法： ＜達成度の確認方法＞ 

①  プロジェクトレポートの審査：各プロジェクトレポートに対し主査１名および副査１

名を選出し、学系会議の承認を得た後、同２名の審査委員によりプロジェクトレポー

トの審査を行う。主査は審査結果を学系主任に報告しなければならない。 

②  最終試験：学生はプロジェクトデザインⅢの成果を「プロジェクトデザインⅢ公開発

表審査会」において口頭で発表し、プロジェクトデザインⅢ公開発表審査会での発表

内容と質疑応答を最終試験（口述試験）として扱う。すべての審査委員は発表内容、

質疑応答に対する審査表を提出しなければならない。審査委員会は学系会議で選出さ

れた 3名以上の教員から構成され、合否は審査委員の合議により決定する。指導教員

は審査結果を学系主任に報告しなければならない。 

③  学力の確認：「プロジェクトレポートの審査結果」、および「最終試験結果」により総

合的に判断する。なお、卒業に必要な単位の修得が明確な場合は、単位修得科目に関

わる学力の確認を省略することができる。 
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プロジェクトデザインⅢ到達目標関連事項について 

 

教育プログラム名： 情報工学科 

学習教育目標： これまで習得した情報工学に関する専門的知識・技術・問題解決能力を基に、具体的な情

報関連技術および情報システムに関する研究・開発活動を体験する。この過程を通して、課

題設定能力、製作プロセス展開能力、情報収集能力、コミュニケーション能力、客観的評価

能力を養う。 

学生が達成すべき 

行動目標： 

① 自ら選択した研究課題について、1 年間で到達できる事柄の構想を自ら設定することが

できる。 

② 設定した事柄の構想に基づいて、具体的な制作アプローチを自ら設定できる。 

③ 設計や分析を進める上で必要となる、情報工学の専門知識について、速やかに吸収する

ことができる。 

④ 設計や分析を進める上で発生する様々な問題に対して、適切な対応をとることができる。 

⑤ 他の人に納得してもらえるように、完成した事柄を技術的に、あるいは感性面などから

総合的に評価することができる。 

標準的な達成度 

ﾚﾍﾞﾙの目安： 

自ら企画・立案したプロジェクト実施計画（プロポーザル）に沿って研究・開発活動を進

め、その結果において学術的または技術的に工夫が認められる具体的な成果を発表できる。 

学生の学習時間： プロジェクトデザインⅢとして、担当教員より指導を受け、十分な量と内容の学習活動を

行う。なお、８単位分以上に相当する指導・活動時間が必要とされる。 

学生からの 

経過報告： 

プロジェクトデザインⅢの進捗に従い、その途中経過（学習内容・指導内容・学習時間な

ど）を、「修士研究・プロジェクトデザイン活動支援システム」に逐次記述する。学期末ま

たは必要に応じて研究室で開催する進捗状況報告会において各自の状況報告を行う。 

達成度評価方法： 成績評価は、各学期ごとの活動状況（活動時間とその具体的成果の内容）６０％、プロジ

ェクトレポートの記述内容とプロジェクトデザインⅢ公開発表審査会での発表内容４０％

を総合して行う。なお、プロジェクトデザインⅢの単位認定にはプロジェクトデザインⅢ公

開発表審査会での口頭発表に対する審査に合格することが必須である。 
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プロジェクトデザインⅢ到達目標関連事項について 

 

教育プログラム名： メディア情報学科 

学習教育目標： 大学で学んだことを総括するコースである。学生一人ひとりがメディア情報に関する独自

のテーマを見出し、それに関する問題点を考え、科学的なプロセスを経て、その解決策を提

案、実施するまでのプロセスを身につけることが、本科目の目的である。コアゼミなどで学

んだ知識を基に、Conceive（考え出す）‐Design（設計する）‐Implement（実行する）‐

Operate（運営する）のサイクルによるプロジェクトデザイン手法を具現化し、創造的な技

術者になるための訓練を行う。 

学生が達成すべき 

行動目標： 

① 問題発見・解決の手法を活用して、創造的な技術者としての礎を築くことができる。 

② 専門領域に関することを説明できる。 

③ 「技術者倫理」に関する見識を深めることができる。 

④ 既習の専門知識をプロジェクトテーマに応用できる。 

⑤ 設定したプロジェクトテーマについて CDIO のサイクルを用いた開発・研究ができる。 

標準的な達成度 

ﾚﾍﾞﾙの目安： 

すべての行動目標について６０～８０％程度の評価の基準を満足していること。 

学生の学習時間： プロジェクトデザインⅢとして、担当教員より指導を受け、十分な量と内容の学習活動を

行う。なお、８単位分以上に相当する指導・活動時間が必要とされる。 

学生からの 

経過報告： 

プロジェクトデザインⅢの進捗に従い、その途中経過（学習内容・指導内容・学習時間な

ど）を、「修士研究・プロジェクトデザイン活動支援システム」に逐次記述する。 

達成度評価方法： プロジェクトデザインⅢにおける評価は、主査 1 名と副査 1名により、学習支援計画書で

明記された理想的な達成レベルの目安と標準的な達成レベルの目安を基準にして、次の評価

対象資料に基づいて達成目標に到達しているかを評価する。 

①各学生の所属研究室の担当教員の指導の下、３年次後学期のコアゼミで決定したプロジェ

クトテーマについての研究の過程と結果を最終報告書としてまとめた研究報告書。 

②プロジェクトデザインⅢ公開発表審査会での発表内容、プレゼンテーションスキル。 
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プロジェクトデザインⅢ到達目標関連事項について（新カリ） 

 

教育プログラム名： 経営情報学科 

学習教育目標： プロジェクトデザインⅢは、プロジェクトデザインⅠ・Ⅱの手法をもとに、より専門的な

知識を持って遂行される集大成としての科目である。この科目に取り組んだ結果として、自

分が実施した研究に対する能力を身につけることはもちろん、そのテーマの背景や関連する

事項についても十分理解できるようになることを狙いとする。具体的には、プロジェクトデ

ザインⅢプロジェクトへの取り組みを通して、専門基礎科目、専門科目で修得した知識をよ

り深く理解し、それらを応用できるようになることが求められる。 

学生が達成すべき 

行動目標： 

① 研究目的を明確にし、プロポーザルの内容について説明することができる。（前学期） 

② 研究テーマの背景を説明することができる。（前学期） 

③研究活動の実施経過および成果の概要を説明することができる。（前学期) 

④最終的な研究成果に対するイメージと残された課題を具体的に説明することができる。

(後学期) 

⑤研究活動成果の位置付けと目標達成度を適切に評価・説明することができる。（後学期) 

⑥研究成果を論文やレポートにまとめ、その内容を適切な方法で口頭発表できる。(後学期) 

標準的な達成度 

ﾚﾍﾞﾙの目安： 

プロジェクトデザインⅠ・Ⅱの手法をもとに、専門基礎科目・専門科目で学んだ知識や技

能及びビジネス応用実践能力を活用して、各種解析をベースに自ら設定したプロジェクトに

取り組み、その成果を論理的に論文やレポートにまとめるとともにプレゼンテーションする

ことができる。 

学生の学習時間： プロジェクトデザインⅢとして、担当教員より指導を受け、十分な量と内容の学習活動を

行う。なお、８単位分以上に相当する指導・活動時間が必要とされる。 

学生からの 

経過報告： 

プロジェクトデザインⅢの進捗状況は活動計画に基づいて担当教員へ報告すると共に、そ

の途中経過（学習内容・指導内容・学習時間など）を「修士研究・プロジェクトデザイン活

動支援システム」に逐次記述する。 

達成度評価方法： レポート(40%)：次のものが評価の対象になる。 

① 中間発表会のレポート(10%) 

②  プロジェクトデザインⅢ公開発表審査会の論文やレポート(30%) 

成果発表(30%)：次のものが評価の対象になる。 

① 中間発表会のプレゼンテーション(10%) 

② プロジェクトデザインⅢ公開発表審査会のプレゼンテーション(20%) 

ポートフォリオ(5%)：つぎのものを評価する。 

①  ポートフォリオを通して行う自己分析・反省・意欲などの記録 

その他(25%)：次のものを評価する。 

① 年間を通じたプロジェクト取組み姿勢（学習態度）(20%) 

②  研究室内での役割分担や協調性などの寄与度(5%) 
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プロジェクトデザインⅢ到達目標関連事項について 

 

教育プログラム名： 心理情報学科 

学習教育目標： 心理学と情報技術とを融合して、安全で、心地よく、楽しく使うことができる製品・シス

テムの企画・開発、人の心の働きに配慮したサービスの提案を行うことができるようになる

ことを目指す。これまでに習得した心のはたらきについての知識や、科学的な測定・評価の

技術を生かし、各自のテーマに取り組むことを基本方針とする。 

学生が達成すべき 

行動目標： 

① 人間の心の働きについて心理学的に説明することができる。 

② 人間の心の働きを測定評価するための手法を使いこなすことができる。 

③ 心の働きをものづくりに活かすための手立てを説明することができる。 

④ 既習の知識と技術を駆使し活動プログラムを自主的に実践することができる。 

⑤ 将来の進路についての行動指針を得ることができる。 

標準的な達成度 

ﾚﾍﾞﾙの目安： 

既習の知識・技術を使って、各自のテーマの研究を遂行し、各学期末に発表を行い、最終

レポートを提出し、将来の進路について行動指針を得ることができること。 

学生の学習時間： プロジェクトデザインⅢとして、担当教員より指導を受け、十分な量と内容の学習活動を

行う。なお、８単位分以上に相当する指導・活動時間が必要とされる。 

学生からの 

経過報告： 

プロジェクトデザインⅢの進捗に従い、その途中経過（学習内容・指導内容・学習時間な

ど）を、「修士研究・プロジェクトデザイン活動支援システム」に逐次記述する。この内容

については、担当教員が確認するとともに、各学期の終了時点で全員の再確認を行っている。 

達成度評価方法： プロジェクトデザインⅢの達成度評価は、①試験（30%)、②レポート(40%)、③成果発表

（20%)、④その他（10%）の総合評価により達成度評価を行う。 

① 試験：学年末の最終発表の内容と口頭試問結果と提出したレジメの内容とで評価を行う。

学年末のプロジェクトデザインⅢ公開発表審査会に関しては、1年間の活動内容をまとめて

A4 版 1枚の最終レジメを作成し、審査会ではパワーポイントでの口頭発表を 7分行い、3分

の質疑応答を行う。プロジェクトデザインⅢ公開発表審査会には指導教員を含めて複数の教

員が参加する。発表会終了後に、学科担当教員全員が参加して、合議による最終評価を行う。

意見が分かれた場合には、その発表に参加した教員による多数決で、評価を決定している。 

② レポート：学年末に提出するレポートの内容で評価する。 

③ 成果発表：前学期末の中間発表会の内容と口答試問結果と提出したレジメの内容とで評

価する。前学期終了後に中間発表会を行う。前学期の活動内容をまとめて A4 版 1 枚のレジ

メを作成し、発表会においてはパワーポイントでの口頭発表を 7分行い、3分の質疑応答を

行う。指導教員とともに他 1 名以上の教員が参加して、最終レポートをまとめることに向け

ての指導や助言を行っている。 

④ その他：各自のテーマへの取り組みに関する熱意・意欲を、日々の活動から評価する。 
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プロジェクトデザインⅢ到達目標関連事項について 

 

教育プログラム名： 建築デザイン学科 

学習教育目標： プロジェクトデザインⅢは、学科の目標である「建築・住宅・インテリアからまちづくり・

都市レベルに至る人間環境を計画・設計できる高度な専門知識・デザイン力を身につけた人

材を育成する」ための集大成の科目であり、将来実社会での活動の中心となるであろうプロ

ジェクト活動を体験する場でもある。建築学関連分野での問題発見や解決方法を自ら見出せ

る能力を身に付ける。 

学生が達成すべき 

行動目標： 

① プロジェクト活動を通して、専門知識を総合して、問題発見に結び付け、その解決のた

めの方策を立案することができる。 

② 問題発見から解決に至るプロセスを論理的に表現し、それをレポートまたは作品の成果

物として結実させることができる。 

③ グループ活動を通して問題解決を図るとともに、自主的にプロジェクトテーマを推進で

きる。 

標準的な達成度 

ﾚﾍﾞﾙの目安： 

プロジェクト活動を通して、専門知識を総合して、問題発見に結び付け、その解決のため

の方策を立案することができ、それをレポートまたは作品の成果物として結実させることが

できる。さらに、プロジェクトデザインⅢのプロジェクトを自主的に遂行し、自らの資質を

高めながら、得られた成果を社会に提言できる。 

学生の学習時間： プロジェクトデザインⅢとして、担当教員より指導を受け、十分な量と内容の学習活動を

行う。なお、８単位分以上に相当する指導・活動時間が必要とされる。 

学生からの 

経過報告： 

プロジェクトデザインⅢの進捗に従い、その途中経過（学習内容・指導内容・学習時間な

ど）を、「修士研究・プロジェクトデザイン活動支援システム」に逐次記述する。 

達成度評価方法： 成果品はレポートと作品に大別され、プロジェクトテーマによって、評価の配点を「レポ

ート」または「作品」に振分ける。（学習支援計画書参照） 

 評価は、年間を通したプロジェクト活動の取組姿勢とその成果について、中間審査及び公

開発表審査会での発表やプロジェクトレポートの内容をもとに行い、その判定は学科担当の

全教員の合議によって決定する。 
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プロジェクトデザインⅢ到達目標関連事項について 

 

教育プログラム名： 建築学科 

学習教育目標： プロジェクトデザインⅢは、学科の目標である「建築・都市の環境設備計画、構造計画お

よびその生産・運営管理ができる高度な専門知識・技術を身につけた人材を育成する」ため

の集大成の科目であり、将来実社会での活動の中心となるであろうプロジェクト活動を体験

する場でもある。建築学関連分野での問題発見や解決方法を自ら見出せる能力を身に付け

る。 

学生が達成すべき 

行動目標： 

① プロジェクト活動を通して、専門知識を総合して、問題発見に結び付け、その解決のた

めの方策を立案することができる。 

② 問題発見から解決に至るプロセスを論理的に表現し、それをレポートまたは作品の成果

物として結実させることができる。 

③ グループ活動を通して問題解決を図るとともに、自主的にプロジェクトテーマを推進で

きる。 

標準的な達成度 

ﾚﾍﾞﾙの目安： 

プロジェクト活動を通して、専門知識を総合して、問題発見に結び付け、その解決のため

の方策を立案することができ、それをレポートまたは作品の成果物として結実させることが

できる。さらに、プロジェクトデザインⅢのプロジェクトを自主的に遂行し、自らの資質を

高めながら、得られた成果を社会に提言できる。 

学生の学習時間： プロジェクトデザインⅢとして、担当教員より指導を受け、十分な量と内容の学習活動を

行う。なお、８単位分以上に相当する指導・活動時間が必要とされる。 

学生からの 

経過報告： 

プロジェクトデザインⅢの進捗に従い、その途中経過（学習内容・指導内容・学習時間な

ど）を、「修士研究・プロジェクトデザイン活動支援システム」に逐次記述する。 

達成度評価方法： 成果品はレポートと作品に大別され、プロジェクトテーマによって、評価の配点を「レポ

ート」または「作品」に振分ける。（学習支援計画書参照） 

 評価は、年間を通したプロジェクト活動の取組姿勢とその成果について、中間審査及び公

開発表審査会での発表やプロジェクトレポートの内容をもとに行い、その判定は学科担当の

全教員の合議によって決定する。 
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プロジェクトデザインⅢ到達目標関連事項について 

 

教育プログラム名： 環境土木工学科 

学習教育目標： 自然環境と調和を図りながら、社会基盤を計画・設計・施工および維持管理することがで

き、その過程や効果についても説明できる環境土木技術者を育成する。さらに、将来にわた

って、社会の変化を分析し、環境構築と市民生活の持続的な発展を創造できる技術者として

の人間力を育成する。 

学生が達成すべき 

行動目標： 

① 自ら設定した課題の意義が説明できる。 

② 課題の解決に向けた計画が立案できる。 

③ 課題の解決に向けた活動が計画的に遂行できる。 

④ 活動により得られた結果を分析し整理することができる。 

⑤ プロジェクトの成果をレポートにまとめ、分かり易く説明することができる。 

標準的な達成度 

ﾚﾍﾞﾙの目安： 

プロジェクト活動により、自らが課題を発見・設定し、その課題解決のための手法を考え、

解決策を提案し、それらをプロジェクト・レポートにまとめることができる。さらに、課題

の意義、解決手法、そして結果など一連の過程についても説明できることを標準的な達成レ

ベルとする。 

学生の学習時間： プロジェクトデザインⅢとして、担当教員より指導を受け、十分な量と内容の学習活動を

行う。なお、８単位分以上に相当する指導・活動時間が必要とされる。 

学生からの 

経過報告： 

「最低学習時間」の実質的保証は、修士研究・プロジェクトデザイン活動支援システムを

利用して学生の自己申告ならびにウェブ上に申告された活動時間の教員による確認によっ

て、学習時間を明確にする。なお、不明確な活動など、学生への指導が必要な場合には、対

面指導、または修士研究・プロジェクトデザイン活動支援システムの中にあるフィードバッ

ク・コメントシステムによる学生指導を実施する。 

達成度評価方法： レポート 40%、成果発表（口頭、実技）30%、ポートフォリオ 10%、その他 20%の総合評価

により、達成度を評価する。なお、学年末に実施するプロジェクトデザインⅢ公開発表審査

会にて最終審査をおこなう。審査会では複数教員により評価シートに基づきプロジェクトデ

ザインⅢの成果を評価する。 
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プロジェクトデザインⅢ到達目標関連事項について 

 

教育プログラム名： 応用化学科 

学習教育目標： 応用化学科における 3 年次までの修学を基盤に、学生一人ひとりがテーマを見出し、その

テーマに取り組んだ結果をプロジェクトレポートとしてまとめる。この課程において自らの

テーマに関して、目的の明確化、従来研究の調査、研究・実験計画の立案、実験・計算の遂

行、実験・計算結果のまとめまでを自らの力でおこなえることを目標とする。 

学生が達成すべき 

行動目標： 

① プロジェクトテーマに対してプロジェクトデザイン過程に基づいて行動できる。 

② 創出した成果を文章として正しくまとめ、発表を通して内容を議論できる。 

③ 各々のテーマの遂行に必要な知識および知恵を修得し、これらに基づき自らのテーマの

内容や結果を説明することができる。 

標準的な達成度 

ﾚﾍﾞﾙの目安： 

プロジェクトテーマの目的と推進プロセスを正確に理解し。学習教育目標に対応した年間

目標が達成される。 

① 化学の基本（物理化学、有機化学、無機化学、分析化学）を理解できる。 

② プロジェクトデザイン III の研究テーマについて、文献調査できる。 

③ 文献から先行研究を理解できる。 

④ 研究テーマについて、研究計画を立てることができる。 

学生の学習時間： プロジェクトデザインⅢとして、担当教員より指導を受け、十分な量と内容の学習活動を

行う。なお、８単位分以上に相当する指導・活動時間が必要とされる。 

学生からの 

経過報告： 

プロジェクトデザインⅢの進捗に従い、その途中経過（学習内容・指導内容・学習時間な

ど）を、「修士研究・プロジェクトデザイン活動支援システム」に逐次記述する。 

達成度評価方法： ①レポート：前期ないしは後学期秋に提出された中間報告書と後学期の最終報告書（プロジ

ェクトデザインⅢファイナルレポート）で内容を評価する。 

 

②成果発表：後学期のプロジェクトデザインⅢ公開発表審査会での発表内容と質疑応答内容

で評価する。なお、このプロジェクトデザインⅢ公開発表審査会発表における合格がプロジ

ェクトデザインⅢ単位認定の必須事項とすることを付記する。 

 

③その他（学習への取り組み）：日常的なプロジェクトに取り組む姿勢、態度で評価する。

ゼミでの発表の質・量、実験や計算への取り組みのレベル、実験・計算結果に対し、的確な

評価・考察をすることができるか、などを考慮する。 
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プロジェクトデザインⅢ到達目標関連事項について 

 

教育プログラム名： 応用バイオ学科 

学習教育目標：  これまで応用バイオ学科で学んできた基礎的学力をベースに、学生一人ひとりが独自のテ

ーマを見出し、プロジェクトレポートとして完成させることをめざす。自らのテーマに関し

て、目的の明確化、従来研究の調査、研究・実験計画の立案、実験・計算の遂行、実験・計

算結果のまとめまでを自らの力でおこなえることを目標とする。 

学生が達成すべき 

行動目標： 

① プロジェクトテーマに対してプロジェクトデザイン過程に基づいて行動できる。 

② 創出した成果を文章として正しくまとめ、発表を通して内容を議論できる。 

③ 各々のテーマの遂行に必要な知識および知恵を修得し、これらに基づき自らのテーマの

内容や結果を説明することができる。 

標準的な達成度 

ﾚﾍﾞﾙの目安： 

 プロジェクトテーマの目的と推進プロセスを正確に理解し。目的に適応した年間目標を達

成できる。 

学生の学習時間： プロジェクトデザインⅢとして、担当教員より指導を受け、十分な量と内容の学習活動を行

う。なお、８単位分以上に相当する指導・活動時間が必要とされる。 

学生からの 

経過報告： 

 プロジェクトデザインⅢの進捗に従い、その途中経過（学習内容・指導内容・学習時間な

ど）を、「修士研究・プロジェクトデザイン活動支援システム」に逐次記述する。 

達成度評価方法： ①レポート(40%)：前期ないしは後学期秋に提出された中間報告書と後学期の最終報告書（プ

ロジェクトデザインⅢファイナルレポート）で内容を評価する。 

 

②成果発表(40%)：後学期のプロジェクトデザインⅢ公開発表審査会での発表内容と質疑応

答内容で評価する。なお、このプロジェクトデザインⅢ公開発表審査会における合格がプロ

ジェクトデザインⅢ単位認定の必須事項とすることを付記する。 

 

③その他（学習への取り組み）(20%)：日常的なプロジェクトに取り組む姿勢、態度で評価

する。ゼミでの発表の質・量、実験や計算への取り組みのレベル、実験・計算結果に対し、

的確な評価・考察をすることができるか、などを考慮する。 

 


